
令和５年度第１回安城市地域ケア推進会議 

                     

  日時 令和５年４月２０日（木） 

午後１時３０分～午後３時 

                   場所 社会福祉会館 ３階 会議室 

 

１ 高齢福祉課長あいさつ  

本日は、お忙しいところ地域ケア推進会議にご出席いただきありがとうございます。日頃は

本市の福祉行政に理解とご協力をいただき深くお礼申し上げます。 

安城市の高齢化率は４月１日時点で２１．８％であり、全国平均から見ればまだ低い状況で

はありますが、確実に高齢化は進んでいる。団塊の世代が後期高齢者になる２０２５年（令和

７年）がいよいよ間近に迫ってきている。高齢者が、介護が必要になっても住み慣れた安城市

で、自分らしく生活を継続できるよう医療、介護、予防、住まい、生活支援のサービスが切れ

目なく提供される地域包括ケアシステムの重要性は益々高まり、地域包括ケアを進める上で中

核的な位置付けとなっている地域ケア推進会議の役割の大きさを改めて感じている。今年度も

引き続き、この会議において活発な意見交換を行いながら、安城市版地域包括ケアシステムの

推進のために一歩ずつ着実に歩みを進めていきたい。お忙しいところ恐縮ですが、地域ケア推

進会議にご理解とご協力をお願いします。今年度も一年間よろしくお願いします。 

 

２ 出席者紹介         

（部会のメンバー、事務局一人ずつ自己紹介） 

 

３ 会長・副会長選出    

係長） 

〇会長選出 

今年度は昨年度に引き続き医師会部会の鳥居正芳先生に会長をお務めいただくということを

この場で提案させていただきたい。 

（一同拍手で賛同） 

皆様にご賛同をいただきましたので、今年度の会長は医師会部会の鳥居先生にお願いします。

なお、当会議の会長は、認知症初期集中支援チーム検討委員会の会長も兼ねていることを申し

添えます。 

〇副会長選出 

従来から会長の推薦によることとしているので、ご指名いただきたい。 

（鳥居会長により、福祉及び地域での支援に深くかかわりのある保健福祉部会の弓場愛美さ

んを指名。） 

鳥居先生、弓場様、一年間よろしくお願いします。 

 

４ 会長あいさつ 



 昨年に引き続きよろしくお願いします。 顔と顔の見える関係で連携しながらやっていきた

い。 

 

５ 会議の概要説明（資料１）  

係長） 

（資料１に沿って説明） 

 

６ 議題    

（１）令和５年度地域包括ケア推進事業計画について（資料２） 

係長）  

 昨年度と変更した点を説明する。感染対策に留意しながら、コロナ前の状況を目指して効果

的な事業運営を実施していく。 

【質問・意見】 

（なし） 

 

（２）在宅医療・介護連携推進のための研修会について（資料３） 

（令和４年度研修会報告、令和５年度研修会予定、研修会運営マニュアル） 

事務局） 

 （資料３に沿って説明） 

 

（３）令和５年度検討テーマについて（資料４） 

事務局） 

（資料４に沿って説明） 

昨年度から検討を続けているテーマで、年度途中に結論が出れば年度途中でも本会議で報告

していただきたいのでその際は事務局へ連絡を。検討テーマの内容について推進会議での検討

が必要な場合は事務局まで連絡を。 

【意見・質問】 

（なし） 

 

（４）入退院時情報共有・連携ルール作業部会について（資料５） 

・入退院連携の手引き 

在宅医療サポートセンター） 

（資料５に沿って説明） 

各専門職や病院、在宅での療養の違いなどについて初回は連携について意見交換を行った。

そこでは様々な課題があり、各職種でどのような内容で困っているのか現状を共有し、解決可

能な課題から取り組むことになった。多職種がどのような時期にどんな行動や説明を行ってい

るのかをまとめた。本手引書について、地域ケア推進会議の皆様に内容をご確認いただき、承

認を頂きたい。 



（承認） 

 

【意見・質疑応答】 

リハビリネット部会） 

時間をかけて作ってきたが、なかなか運用につながらないことが課題。形骸化してしまわな

いように積極的な運用を各部会で検討できるといい。リハビリスタッフは、退院カンファレン

スに必要な情報は何か確認するツールとして活用できる。多職種連携のエチケットは新人研修

で活用できる。リハビリ紹介状のフォーマットの再検討を引き続きしていく。 

病院部会） 

必要なことが書いてある立派なものが出来上がった。ガイドとして活用し、手引きに従って

考えられると良い。運用したうえで少しずつ修正してバージョンアップしていきたい。 

会長） 

使ってもらえることが一番。修正すべきことがあれば意見をもらいたい。顔と顔の見える関

係、さらに腕と腕の見える関係で、多職種あるいは同職種内で強みを生かして協力しながら連

携していきたい。 

 

連絡事項 

・安城市高齢者等実態調査報告書について 

・在宅医療・介護連携推進のための研修会（多職種ワークショップ研修会） 

日 時  令和５年６月３日（土）午後２時～午後５時 

  場 所  安城更生病院 南棟２階 第２講堂 

  講 師  足立 康則 氏 （安城更生病院 緩和ケア内科 緩和医療センター長） 

  内 容  緩和ケア病棟における意思決定支援と情報共有について 

・地域ケア推進会議に関する連絡について 

高齢福祉課地域支援係（石川・杉山）電話７１－２２６４ FAX７４－６７８９ 

メールアドレス sugiyama-haruka@city.anjo.lg.jp 

事務局からのメールの件名：【安城市地域ケア推進会議】○○○・・ 

・地域ケア推進会議の開催日について（資料６） 

 

次回 令和５年５月１８日（木）午後１時３０分～３時 社会福祉会館 会議室  
↑会議録確認

できます！ 


